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児童館で　　楽しく　　子育て

～2010年　夏号～

広告を募集しています

須磨区児童館・学童保育コーナー一覧

板宿児童館
板宿町 1-4-9

TEL 731-2230

たかとり児童館
行平町 2-2-17
TEL 735-6230

大黒児童館
大黒町 2-2-12
TEL 733-3451

白川台児童館
白川台 7-3-8

TEL 791-4613

菅の台児童館
菅の台 4-5

TEL 791-4612

高倉台児童館
高倉台 1-2-1

TEL 733-6844

落合児童館
中落合 1-1-25
TEL 791-7644

妙法寺児童館
妙法寺字毘沙門山 1
TEL 743-4409

横尾児童館
横尾 1-11-2

TEL 742-0990

東須磨児童館
若木町 3-5-9

TEL 733-6280

若草児童館
若草町 3-14-9
TEL 741-0688

北須磨児童館
友が丘 7-275-1
TEL 791-6259

神の谷児童館
神の谷 5-2-1

TEL 794-0520

松尾コーナー
北落合 2-13-1 松尾小学校内

TEL 791-2366

竜が台コーナー
竜が台 6-15-1 竜が台小学校内

TEL 795-7607

南落合コーナー
南落合 3-11-1 南落合小学校内

TEL 792-0886

横尾コーナー
横尾 5-3 横尾小学校内

TEL 743-0037

西落合コーナー
西落合 7-1-3 西落合小学校内

TEL 792-7772

広報紙「こすもす」では、広告を掲載してくださる広告主様を募集しています。掲載料等の詳細は
須磨区社会福祉協議会までお問い合せください。

すこやかクラブ

2 ～ 4歳児と保護者対象の
登録制クラブです。

なかよしひろば

乳幼児親子が自由に遊んだ
り交流できるひろばです。

キッズクラブ

母親同士が交代で子どもた
ちの預かり合いをします。

放課後児童クラブ

小学校1～ 3年生の留守家
庭児童をお預かりします。
（有料）

幼児とその親を対象とした登録制
クラブや小学校低学年のための放
課後児童クラブも行っています。

須磨区には、13か所の児童
館があり誰でも利用できます。

親子のスキンシップをはかる遊びや子育て
中の親が交流できるひろばを行っています。
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　ボランティア活動者募集
A、スクールボランティア
日 時 = 平日（時間は学校ごとに異なる。応相談）
場 所 = だいち・東須磨・西須磨・板宿・菅の台・南落合・神の谷・若草・

竜が台・妙法寺・多井畑小学校・青陽須磨支援学校・小中等部
内 容 = なかよし学級補助、学校内障害児介助、給食介助、校外学習補

助ほか

B、登・下校介助ボランティア
①日時 =火・水・金曜日 授業終了時間（曜日により下校時間違う）
　場所 =だいち小～たかとり児童館
　内容 =小 1男児の下校介助
②日時 =火曜日 授業終了時間（曜日により下校時間違う）
　場所 =だいち小～大黒児童館
　内容 =小 3男児の下校介助
③日時 =月～金曜日 登校：8時 30分～ 下校：授業終了時（曜日で違う）
　場所 =登校：自宅（東落合 2～東落合小） 下校（東落合小～落合児童館）
　内容 =小 2男児（車いす使用）の登下校介助
④日時 =火曜日 14 時 30分～
　場所 =高倉台小～自宅（多井畑南町）
　内容 =小 4男児の下校介助
⑤日時 =金曜日 名谷駅・8時 35分
　内容 =須磨北中生徒（中 2男子・車いす使用）・神戸市総合教育センター

への付き添い

C、ちょこっとボランティア
内 容 = 高齢者・障がい者・障がい児からの依頼（お散歩ボランティア・

通院介助カーボランティアほか）

D、就労支援施設でのお手伝い
日 時 = 平日 10 時～ 15時
場 所 = 妙法寺地子田 1035-2（スタジオン神戸）
内 容 = 機織り・草木染など作業のお手伝い

　問 須磨区ボランティアセンター TEL 731-8922  FAX 736-4486

　ボランティアグループ紹介
須磨ネット連絡会とは ?
　今回は須磨区内で活動するボランティアの連絡会（須磨ネット）の
ご紹介をします。
　平成 10年 2月より、ボランティアグループ有志の呼びかけで、開
かれるようになりました。グループ同士の情報交換やイベントへの協
力またお花見会・クリスマス会など、楽しみながら協働しています。
　困った時に助け合える場でもあります。皆さんも是非このネット
ワークを活用して、活動の輪を広げてみませんか !!
　須磨ネットは、毎月第1水曜日の13時30分～15時30分の開催です。
　現在は、会場を基本、須磨区役所・多目的室（1F）と北須磨文化
センターを隔月交代で使用しています。
　須磨区を中心に活躍中のボランティアグループ、NPO法人など幅
広い団体が 20団体参加しています。定例会に出席するのは、代表者
ですが、イベント協力やクリスマス会などには多くのグループメン
バーも参加しています。
　10月には、須磨ネット連絡会として「グリーンフェスタ（総合運
動公園）」でブースを持ち、喫茶や
手作り工作、紙芝居などを毎年実
施しています。また、さまざまな
勉強会も講師に来ていただいたり、
当事者のお話しを聞いたりしてい
ます。是非、興味のあるグループは、
覗いてみてください。
　参加希望・お問い合わせは、須
磨区ボランティアセンターまで。

　相談窓口　※申込みは必要ありません。（相談無料）

●心配ごと相談
日　時 : 毎月第 1・3（火） 13:00 ～ 14:30（祝日休） 
場　所 : 須磨区役所 2階  須磨区社会福祉協議会 
　　問 : 須磨区社会福祉協議会 TEL731-4341（内線 313）

●子育て相談室
日　時 : 毎月第 1（木） 10:00 ～ 12:00
場　所 : 7 月 1日 : 須磨区役所健康福祉課
 8 月 5日 : 北須磨支所保健福祉課
 9 月 2日 : 須磨区役所健康福祉課
　　問 : 須磨区主任児童委員連絡会事務局 TEL731-4341（内線 303）
 河野主任児童委員 TEL742-1210 

　その他の相談窓口
「市民法律相談」 日時：毎週水（祝日休）12:00 ～ 15:30
 場所：須磨区役所 3階大会議室
「行政相談」 日時：毎月第 3月（祝日休）13:00 ～ 15:00
 場所：須磨区役所 3階まちづくり課と支所市民課
問 : まちづくり課 TEL731-4341（内線 211）

　募　　集
●手話入門講座
　初めて手話を学ぶ方を対象に、手話入門講座を開催します。
　あなたも聴覚障がい者への理解を深め、学んだ手話を地域の活動の中
で活かすなど、コミュニケーション手段を広げてみませんか ?今年度は
午後の時間帯に開催します。手話に興味のある方はぜひ、ご参加ください。
日　時 : 10 月 6日（水）～ 3月 9日（水）（11/3・12/29・1/5 は休み） 

全 20回
 毎週水曜日 14:00 ～ 16:00
場　所 : 大黒地域福祉センター（地下鉄・山陽「板宿」駅南）
対　象 : 須磨区在住・在学・在勤で手話を初めて学ぶ 18歳以上の方
受講料 : 3,000 円（テキスト代 別途 1,200 円）
定　員 : 30 名（申込多数の場合は抽選）
申込方法  : 往復ハガキに①氏名（フリガナ） ②郵便番号 ③住所 ④電話番号

⑤年齢 ⑥職業 ⑦受講動機 をご記入のうえ、9月 17日（金）ま
でに下記へお送りください。（消印有効）

申込先 : 〒 654-8570（住所不要）
 須磨区社会福祉福祉協議会「手話入門講座」係
　問　: TEL:731-4341（内線 312）　FAX:736-4486

●県民ボランタリー活動助成 エントリー受付
内　容 : エントリー（事前登録）制で、下記の要件を満たすグルー

プがエントリーできます。
 ※エントリーしていないグループは、本申請できません。
要　件 : ①法人格を持たないグループ・団体であること。
 ② 5人以上の構成員であること。
 ③年 12回以上活動していること。
 ④助成金の 2倍以上の経費の支出があること。
助成金額  : エントリー受理数により助成額を決定。※ 3万円が上限。
期　間 : 7月5日（月）～ 9月3日（金）

●出演ボランティアまつり 出演者募集
　地域の施設や給食会等で、出演ボランティアとして活動中の皆さ
ん ! 日頃の活動で磨かれた芸をお互いに披露してみませんか ?
今後の活動のPRの場として、ボランティアの交流の場として是非
ご参加ください !! 
日　時 : 9 月 25日（土）13:00 ～ 17:00 頃（出演時間 15分程度）
場　所 : 須磨区民センター 4 階大ホール
内　容 : 出演ボランティアの交流と日頃の活動を施設・地域の方に

PRするステージ
対　象 : 須磨区ボランティアセンター登録の出演ボランティア
 ※出演前後も参加できる方
定　員 : 10 組（申込多数の場合は抽選）
申込方法  : 電話または FAXで①氏名（団体名）②電話番号（FAX有無）

③出演内容をご記入の上、須磨区ボランティアセンターまで
締　切 : 7 月 30日（金）まで
☆上記イベントの裏方スタッフも募集しています。



あんしんすこやかルームって？
高齢者の方々が住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らせるように暮らせるように様々な支援を行うための相談窓口です。
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寺近くの農園まで芋掘りに行き、様々
な芋料理を作って、みんなでおいしく
いただきました。今年も 10 月に予定
しており、これからも地域と共に歩ん
で行きたいと思います。

　施設のおまつり情報
　施設利用者、地域、ボランティアの方々とのふれあい交流を目的とし
た楽しいイベントが今年も下記のとおり開催されます。
　ゲームや模擬店など親子で楽しめる催しです。
　みなさん、ぜひおいでください。

 日 時：8月6日（金） 16:30～19:30
  ※雨天の場合8月7日（土）
 場 所：救護施設ヨハネ寮
  グラウンド（奥山畑町 2）
 内 容：模擬店・盆踊り・花火等
 主 催：救護施設ヨハネ寮
 　問　：ヨハネ寮 TEL:731-6535

「地域と共にたのしく !」

　神の谷児童館は地下鉄名谷駅から
北へ約 1km。閑静な住宅街にある緑
に囲まれた明るい児童館です。建物
を取り囲むようにぐるりと庭があり、毎日、鬼ごっこに興じる子どもた
ちの歓声が響きます。一輪車は小学 1年生から挑戦 ! 砂場では、飽きる
ことなく泥んこ遊び。土をいじって遊ぶ子どもたちの間に不思議ともめ

事は起こりません。
　たくさんの地域の方たちにも支えられ、
ボランティアによる将棋教室、書道教室、
そろばんの寺子屋なども開いており、子ど
もたちは目を輝かせながら熱心に取り組ん
でいます。
　昨年の秋に行った「芋掘り・料理・食事会」
では地域の各団体の方々、子どもたちとそ
の家族約 90 名が参加。好天候のなか太山

　折ってあるページを広げると絵があらわれる簡単な
しかけ絵本です。絵本は読んであげるものですが、こ
の本は子どもが自分でめくるのが楽しくて、何度もめ
くって夢中になります。2歳からとなっていますが、
わかりやすく素朴な絵は 1歳からでも楽しめます。『ひ
とまねこざる』で知られているH.A. レイの絵本です。

 日 時：9月23日（木・祝・秋分の日）10:00～14:00※小雨決行
 場 所：神戸市須磨区友が丘1-1
 内 容：バザー・模擬店・ゲーム・ステージ催し物等
 主 催：神戸愛生園・神戸友生園・神戸聖生園
 　問　：神戸聖生園 TEL:791-2001

　高齢者支援！子育て支援！そんな現場からの生の声！
●高齢者を見守る現場から
　～このコーナーでは、須磨区内のあんしんすこやかルームの高齢者見守りの現場を紹介します～

●子どもを育む現場から

何度もページをめくったり戻したりして、子どもは飽
きずに「読んで !」ともってくることでしょう。ケース
の中に 4冊がおさめられていてコンパクトな大きさな
ので、お出かけに持っていきやすく、電車の中など子
どもが退屈した時にはとても重宝します。ページをめ
くりながら親子で楽しんでほしい絵本です。

絵本マイスター　　　が伝える“絵本のすばらしさ”

“笑顔あたたか”推進員
野瀬さん

地
域のおとなの人はみんな先生！

【お芋のレモン煮の作り方】
（材料） さつま芋 中 1本
 レモン汁 2 分の 1個
 砂糖 大さじ 3

（作り方）
①さつま芋を 1cm の厚さに
輪切りにして鍋に入れ、水
をひたひたに入れる。

②砂糖・レモン汁を加え、中
火で煮る。※砂糖・レモン
汁の分量はあくまで目安。
好みで加減しましょう !!
③さつま芋に火が通ったら
　完成 !

ヨハネ祭

第30回おいでやすカーニバル 記念大会

名谷愛の園あんしんすこやかセンター  

　あんしんすこやかルーム「ななくさ」は市営菅の台
住宅 1号棟の 2階にオープンして 5か月経ちました。
菅の台が 7丁目まであるので「ななくさ」と名付けま
した。高齢者の相談窓口、地域の見守りの拠点として、
住民の皆さんに信頼していただけるように活動してい
きたいと考えています。まずはその第 1歩として、対

象住宅の全戸訪問を通じて、住民の皆さんにご挨拶を
させていただいています。まだお会いできない方もい
らっしゃいますが、今後も続けて訪問してまいります
ので、よろしくお願いいたします。あんしんすこやか
ルームがある住宅の近くには、地域福祉センターや児
童館、公園などがあり子どもたちの声や、集う人達の
声が聞こえ、明るい雰囲気です。地域の元気づくりの
お手伝いをさせていただきたいと思います。お近くに
お越しの際は、ぜひお立ち寄り下さい。

あんしんすこやかルーム「ななくさ」あんしんすこやかルーム「ななくさ」

名谷愛の園あんしんすこやかセンター　TEL.797-7988   FAX.797-7473

神の谷児童館

砂場で泥んこ遊びに夢中！
友達と一緒にいると楽しいよ！

アツアツを食べても、
冷めたのを食べても美味 !!

大好評だった簡単お芋料理を紹介！

「じぶんでひらく絵本」 H.A. レイ /作  石竹光江 /訳

発行：文化出版局
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　これからボランティアを始める方に向けて、全３回で講座を開催し
ました。「体を動かしたい。」「今までの人生経験を生かしてなにかし
たい。」「仲間がほしい。」等の思いで、12名参加されました。第１回
目は、motto ひょうご事務局長栗木先生の話から、ボランティアの基
本的なルールや細く長く続けるための心構え等を教えていただきまし
た。第 2回目には、施設やグループの活動先に体験実習に行き、第 3
回の交流会では、今後の活動への第一歩のために、先輩ボランティア
4名と意見交換をしました。「とにかく一つずつ、少しずつ始めていき
ます。」「ちょこっとボラから始める気持ちで、まず一歩！の気持ちに
なりました。」等の感想がありました。様々な場所で活躍されること
を期待します。

「こすもす」は、赤い羽根共同募金の配分金を活かし、年4回（4・7・10・1月）に発行しています。

使用済み切手
・（株）兵庫福祉保険サービス ・山本 久雄
・北須磨ボランティア ・三野
・新須磨病院 ・進藤 邦昭
・南落合ふれあいのまちづくり協議会 ・進藤 万実
・のばらグループ ・水谷 正子
・花谷ふれあいのまちづくり協議会 ・中間 久子
・須磨区母子福祉たちばな会 ・宮武
・常盤町 3丁目自治会 ・平井 シヅヱ
・神港園白川あんしんすこやかセンター ・小島 明美
・宮村社会保険労務士事務所 ・伊藤 和雄
・鈴木整骨院　待合室一同

善意銀行預託者   
平成 22年 3月～平成 22年 5月末までの
寄付・寄贈者（敬称略・順不同）

【金銭】 【物品】
北須磨ボランティア
神戸市生活指導研究会
匿名 1 名

毛利
匿名 2 名

　須磨区社協では、みなさまからのご寄付を
活用して、区内の福祉活動に役立てています。

何気なく捨ててしまっている使用済み切手。
集めて福祉活動に役立てます。収集にご協力ください。

平成22年度 理事長感謝状贈呈式

　5月 25日（火）、区民センターにて須磨区善意銀行に多額の金銭
をご寄付いただいた方々、長年ボランティアとして活動されている個人・
グループの方々に、当協議会の理事長から感謝状をお渡ししました。

平成22年度贈呈者（順不同、敬称略）
◇善意銀行の部・・・9団体
　株式会社 ナガタ薬品、板宿ふれあいのまちづくり協議会、
　須磨区連合婦人会、須磨区佛教会、北須磨婦人会、
　須磨区自治会連合会、
　株式会社 神戸ニュータウン開発センター、サポート はな、
　須磨区民生委員児童委員協議会
◇ボランティア活動の部・・・7名、5団体
　澤田 邦夫、山田 順子、弓削 真理子、大村 千詠子、靍木 弘、
　本木 イソミ、　岸本 明美、ぐる～ぷ ひだまり、
　ボランティア劇団「菜の花畑」、
　こども病院ボランティアグループ、 
　神戸市シルバーカレッジ楽遊グループ（銭太鼓）、
　Piano Piace

「ちょこっとボラ講座」修了報告

古切手は、ボラン
ティアの手により、
整理され、一部は
このようなシート
になります。窓口
にて発売中！

ボランティアからのお願い：切手の周
りを 5ミリ程余白をとってください。

第40回神戸まつり

　澤田 邦夫、山田 順子、弓削 真理子、大村 千詠子、靍木 弘、

　神戸市シルバーカレッジ楽遊グループ（銭太鼓）、

「須磨音楽の森」に
参加しました !   

「スクールボランティア養成講座」修了報告

　5月 15日（土）、須磨離宮公園で開催された「須磨音楽の森」のふ
れあい広場に、須磨区地域自立支援協議会の 6施設・作業所が出店し
ました。晴天でたくさんの来場者があり、自主製品や食品の販売、スー
パーボールすくいや輪投げなどのゲームを通して、障がい者施設の利
用者と市民の方々がふれあう場面が見られました。
　今後も、9月に開催される「おいでやすカーニバル」や 11月の合
同バザーにも出店予定です。  （須磨区地域自立支援協議会）

　平成18年より毎年開催している「スクールボランティア養成講座」を
今年も5月15日（土）から全4回（体験実習を含む）で開催し、延べ73人
の参加者が熱心に講師の先生のお話し、学校での体験に取り組んでい
ただきました。交流会では、元校長先生やなかよし学級の先生も交えて、
体験話や情報交換をして新たなる活動の意欲を高めていただきました。  
　須磨区内の多くの小学校、また中学校・支援学校からも、ますます
スクールボランティアさんへの要望が高まっています。
　講座受講いただき、多くの方が活動される事になりました。
　児童・生徒たちがより充実した学校生活を送るための活動を楽しみ
ながら細く長く続けていただきたいと思います。
　今年も夏休み（7月30日予定）にボランティアと学校の先生方との「ス
クールボランティア交流会」も開催します。 是非、ご参加いただき、先
生方との意見交換の場としてください。

こ やすもち んのひとりごと
誰かのえがお

　ある月曜日の朝、通勤電車に赤ちゃんを抱っこしたお母さんが乗っ
てきました。車内は混雑、みんな押し黙って乗っていたのですが、お
母さんはにこにこと赤ちゃんに何か話かけています。すると、それま
でお母さんを見ていた赤ちゃんが、そばに立っていた何人かの人に
にっこりと笑いかけました。おもわず、みんな口元がほころんで……
「かわいいね」「何か月ぐらいかな ?」「よかったら席をかわりましょう

か ?」と、周りに会話がどんどんひろがりました。赤ちゃ
んはすこぶる上機嫌で、笑顔をふりまいています。朝の
重苦しい車内が、「元気が出るわ」「ありがとう」と、い
ちどにパッと明るくなりました。
　誰かの笑顔に励まされる…、家族や見知らぬ人の笑顔
でもそれは皆の“元気の素”なのかもしれないですね。

“脳トレ
”中！！

自然と話
が盛り上

が

りまし
た。


